
模擬申出・審査について 

 

１．目的・概要 

○ 模擬審査は、レセプト情報等の提供に関するガイドライン等の作成

のため、有識者会議の構成員の御協力を頂いて行うものであり、公開

で行う。 

 

○ あらかじめ事務局においてデータ抽出の技術的可否等について確認

をした上で、提供にあたっての論点を有識者会議に諮ることとする。 

 

○ 今回の模擬審査で実際にレセプト情報等の提供を受けて学術研究を

行うことを予定する構成員については、審査で認められた場合にレセ

プト情報等の提供を行う。 

 

○ なお、当該模擬申出による学術研究の利用は、提供のガイドライン

等の作成のために行われるものであることから、ガイドライン策定ま

での間は、事務局とも相談の上、利用される構成員の方々において適

切なセキュリティ対策を講ずることとし、ガイドライン策定後はガイ

ドラインに沿ったセキュリティ要件の下での利用を行っていただくこ

ととする。 

 

○ 実際の有識者会議における審査は、非公開を原則とし、構成員の守

秘などの詳細は、今般の模擬審査における議論等を踏まえ、別途定め

る。 

 

２．模擬審査の進め方（案） 

 ①事務局から申出の概要と論点について説明 

 

 ②質疑・応答 

  （模擬審査につき、申出者からも適宜補足説明可） 

 

 ③議論を踏まえ提供の可否について座長よりとりまとめ 

→特段の御意見がなければ、提供可としてとりまとめ 

→議論の状況によっては、資料の追加等を求めた上で継続審査とする

ことも可 

→提供否とする御意見があれば、他に提供否とする構成員数を確認し

た上で、賛否の数を明らかとしてとりまとめ 
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